
様式１

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

1,702,467 1,695,314 1,356,240 0 339,074 0 7,153

1

ねたての都市（ま

ち）PR事業

　観光地としての機能向上を図り観光誘客を推進する

ため、プロ野球キャンプ地である市立野球場やコンベ

ンションセンターを中心に環境整備やイベントの開催

等を行う。

ｲ 10 24 6 34 3 191,785 191,785 153,426 0 38,359 0 0 3 3 (2)

① 道路景観整備事業

　プロ野球キャンプを活用した観光振興を図るため、

横浜DeＮＡベイスターズがキャンプを行う市立野球場

及び海浜公園から国道58号線までの市道及び、沖縄コ

ンベンションセンターから国道58号までの市道の景観

整備を行う。

ｲ 10 24 7 34 3 35,770 35,770 28,616 0 7,154 0 0 3 3 (2) ｳ

②

はごろも祭り・カ

チャーシー大会運営

事業

　市民意識の高揚と親睦を図りつつ、地域活性化及び

商工・観光振興の観点から「はごろも祭り・カチャー

シー大会」を支援する。

ｲ 10 24 6 34 3 17,053 17,053 13,642 0 3,411 0 0 3 3 (2) ｱ

③

宜野湾市産業まつり

支援事業

　市の特産品のＰＲや産業振興及び観光振興を図るた

め、宜野湾市産業まつりの開催を支援する。

ｲ 10 24 6 34 3 4,000 4,000 3,200 0 800 0 0 3 3 (2) ｵ

④

ぎのわん車いすマラ

ソン大会補助事業

　障がい者スポーツの振興及び観光振興を図るため、

本市の海浜公園及びその周辺で開催されるぎのわん車

いすマラソン大会に対して支援する。

ｲ 9 25 7 34 3 6,573 6,573 5,258 0 1,315 0 0 3 3 (2) ｱ

⑤ 琉球海炎祭支援事業

　日本で一番早い夏の大花火をキャッチフレーズにし

たイベントである。日本の夏の風物詩である花火と沖

縄音楽・文化の融合によるオリジナリティーに溢れた

沖縄最大の一大イベントであり、本市の観光振興に寄

与しているため、当該イベントを支援し、観光・コン

ベンション機能の充実を図る。

ｲ 9 25 4 34 3 2,000 2,000 1,600 0 400 0 0 3 3 (2) ｱ

交付金交付額

備考

平成２８年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）　（変更後）

                    31,600,000

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

1,362,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

-5,760

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

1,356,240

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

地方公共団体名

Ａ

宜野湾市

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

1,356,240

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入すること。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内とする。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入すること。
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様式１

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢＡ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

⑥

横浜ＤｅＮＡベイス

ターズグリーンコ

ミュニティー事業

　プロ野球のキャンプは、温かい沖縄を全国にアピー

ルする絶好の機会であり、横浜ＤｅＮＡベイスターズ

のキャンプ地である宜野湾海浜公園を南国沖縄の花で

埋め尽くし、美ら島沖縄を全国へ発信する。

ｲ 9 25 5 34 3 1,715 1,715 1,372 0 343 0 0 3 3 (4) ｲ

⑦

トロピカルビーチ賑

わい創出事業

　本市の観光資源であるトロピカルビーチでミュー

ジックイベント等を開催することにより、市民の憩い

の場や観光客の賑わいを創出し、アフターコンベン

ションの新たな観光スポットとして定着を図る。

ｲ 3 26 4 29 3 6,600 6,600 5,280 0 1,320 0 0 3 3 (2) ｱ

⑧

エンタテイメント産

業支援事業

  エンタテイメントを沖縄の成長産業として育成して

いく試金石として、次世代を担う若年層が世界のエン

タテイメントの最前線から直接学ぶ機会を提供すると

ともに、宜野湾市の新たなイメージを創出するオープ

ンスクールイベント開催を支援する。

ｲ 3 26 4 29 3 10,000 10,000 8,000 0 2,000 0 0 3 3 (2) ｱ

⑨ 博物館機能強化事業

　観光振興及び生涯学習に資することを目的に、文化

発信拠点である市立博物館の機能強化を実施する。

ｲ 8 26 4 34 3 57,456 57,456 45,964 0 11,492 0 0 3 3 (2) ｱ

第５回目交付

決定変更（事

業費減額）

⑪

プロ野球キャンプ野

球場施設整備事業

　宜野湾市内外に周知されたプロ野球チームのキャン

プ地である市立野球場において、キャンプ受入体制を

確保するため、市立野球場の施設整備を行う。

ｲ 5 24 6 29 3 50,618 50,618 40,494 0 10,124 0 0 3 3 (2) ｳ

第１回目交付

決定変更（事

業追加）

第６回目交付

決定変更（事

業費減額）

2

地域社会とともに学

ぶ・育む人材育成事

業

　心身ともに健全な児童生徒の育成を目的に、スクー

ルカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、巡回

指導員等を配置し、不登校児童の適応を促進するため

各種事業を実施する。また、学習支援員、特別支援教

育支援員を派遣し、教育活動のサポートや支援等を行

う。並びに児童生徒の文化活動及びスポーツを奨励す

るため、県外に派遣する場合に要する旅費等を支援す

る。

ﾁ 10 24 7 34 3 148,568 142,555 114,042 0 28,513 0 6,013 3 5 (3)

①

スクールカウンセ

ラー活用事業

 スクールカウンセラーを市内４小学校に定期的に派

遣し、学級担任、児童生徒、保護者との相談（不登

校・いじめ・非行・発達に関する問題等）を行い、教

育相談の充実を図る。

ﾁ 10 24 7 34 3 2,640 2,640 2,112 0 528 0 0 3 5 (3) ｲ

②

スクールソーシャル

ワーカー活用事業

　近年の子供たちを取り巻く社会環境が著しく変化す

るなかで、遊び非行型及び心因性による不登校児童生

徒の増加が懸念されている。このようなことから、ス

クールソーシャルワーカー等を配置し、学校及び関係

機関と連携しながら不登校児童生徒の学校復帰に繋げ

る支援に取り組む。

ﾁ 10 24 7 34 3 28,993 28,993 23,194 0 5,799 0 0 3 5 (3) ｲ

第５回目交付

決定変更（事

業費減額）

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入すること。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内とする。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入すること。
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様式１

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢＡ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

③ 適応指導教室事業

  不登校児童生徒の適応指導に関わる調査研究、教育

相談を実施し、児童生徒の居場所づくりとして、宿

泊・自然体験学習及び他校との交流体験活動を実施す

るなど不登校児童生徒の学校適応を促進する。

ﾁ 10 24 7 34 3 3,728 3,728 2,982 0 746 0 0 3 5 (3) ｲ

④ 児童生徒相談事業

 市内の幼児、児童生徒（１８歳未満）及び保護者等

の悩みや教育上の問題について、青少年教育相談指導

員、臨床心理士を配置し、問題解決を図るために相談

業務の充実を図る。

ﾁ 10 24 7 34 3 10,709 10,709 8,567 0 2,142 0 0 3 5 (3) ｲ

⑤

非行防止等巡回活動

事業

　児童・生徒の健全育成を図る観点から、関係機関や

地域と連携して少年少女の問題行動に対して必要な注

意・助言・指導を行うため、夜間街頭指導員を配置す

る。

ﾁ 10 24 7 34 3 1,960 1,960 1,568 0 392 0 0 3 5 (3) ｲ

⑥ 学習支援員活用事業

　学習に遅れをとっている児童が自ら学ぶ意欲を高

め、基本的な学習内容を理解するため、授業内容をき

め細かにサポートする学習支援員を配置する。

ﾁ 10 24 7 34 3 23,715 23,715 18,972 0 4,743 0 0 3 5 (3) ｱ

⑦

派遣費補助金交付事

業

　児童生徒の文化活動及びスポーツを奨励するため、

学校教育の一環として県外に派遣される場合に要する

旅費等を支援する。

ﾁ 10 24 9 34 3 7,240 3,077 2,461 0 616 0 4,163 3 5 (4) ｲ

第６回目交付

決定変更（事

業費減額）

⑧

スポーツ少年団派遣

費補助事業

スポーツ活動による児童・生徒の健全育成を図るた

め、一定の基準を満たすスポーツ少年団等の県外派遣

を支援する。

ﾁ 9 25 6 34 3 3,045 1,195 956 0 239 0 1,850 3 5 (4) ｲ

⑨

特別支援教育支援員

派遣事業

特別に支援を要する幼稚園・小学校・中学校の児童生

徒に対し、特別支援教育支援員を派遣し、臨床心理士

や指導員と連携した支援体制の充実を図る。

ﾁ 6 28 4 34 3 66,538 66,538 53,230 0 13,308 0 0 3 5 (3) ｳ

新規

第１回目交付

決定変更（事

業費増額）

第５回目交付

決定変更（事

業費減額）

第６回目交付

決定変更（事

業費減額）

3

文化財等保護・活用

推進事業

　沖縄独自の歴史が育んできた文化の保全を図るた

め、文化財の保存整備及び公文書の整理活用を行う。

ﾘ 10 24 6 34 3 7,412 7,412 5,929 0 1,483 0 0 3 1 (4)

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入すること。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内とする。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入すること。
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様式１

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢＡ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

① 文化財保存整備事業

　文化財を適切に保存し、市民、観光客等に公開活用

できるよう、文化財の石積修復や安全対策、修景など

の整備を行う。

ﾘ 10 24 6 34 3 2,992 2,992 2,393 0 599 0 0 3 1 (4) ｱ

②

歴史公文書等整理・

活用事業

　歴史的価値を有する宜野湾市（村）の公文書等を整

理し、今後の市民・利用者の資料要求に迅速に対応す

ることを目的に、公文書等の整理、保存及び、検索シ

ステムへの登録や公開にあたっての基準づくりを行

う。

ﾘ 10 24 7 34 3 4,420 4,420 3,536 0 884 0 0 3 1 (4) ｱ

4

はごろも人材育成事

業

　沖縄振興及び宜野湾市の振興に資する市民の育成を

図るため、平和祈念事業の実施及び平和学習への児童

派遣に取り組むとともに、外国人英語指導助手等を各

学校に配置する。また、ＩＣＴ機器を整備しＩＣＴサ

ポート支援員を各学校に配置する。

ﾍ 10 24 6 34 3 133,891 133,891 107,109 0 26,782 0 0 3 5 (4)

① 平和市民啓発事業

　全国の青少年と交流し、命の尊さや平和意識につい

て学ぶため、長崎で開催される「平和祈念式典」及び

「青少年ピースフォーラム」に市内生徒8名（中学

生）を派遣する。

　沖縄戦から７０年余が経過する中で、平和祈念事業

を実施し、改めて戦争の悲惨さ・平和の大切さを市民

に啓発する。

ﾍ 10 24 6 34 3 3,499 3,499 2,799 0 700 0 0 3 5 (4) ｱ

②

小学校英語教育課程

特例校事業

　本市は、平成15年度に国の英語教育特区の認定を受

け、平成16年度以降、小学校に「英語科」を新設、小

中一貫した英語教育を行っている。効果的・継続的な

指導のもと、児童生徒の国際化時代に必要な外国人と

の実践的コミュニケーション能力の基礎を育むため、

外国人英語指導助手（ＡＬＴ）及び日本人英語教師

（ＪＴＥ）を小学校に派遣し、コーディネーターと連

携した指導体制の充実を図る。

ﾍ 10 24 7 34 3 48,801 48,801 39,040 0 9,761 0 0 3 5 (4) ｱ

③ 外国人教師招致事業

　本市は、平成15年度に国の英語教育特区の認定を受

け、平成16年度以降、小学校に「英語科」を新設、小

中一貫した英語教育を行っている。効果的・継続的な

指導のもと、児童生徒の国際化時代に必要な外国人と

の実践的コミュニケーション能力の基礎を育むため、

外国人英語指導助手を中学校に派遣する。

ﾍ 10 24 7 34 3 10,213 10,213 8,170 0 2,043 0 0 3 5 (4) ｱ

④

学校ＩＣＴ活用指導

支援事業

　児童生徒の情報活用能力向上を図るため、ＩＣＴ活

用支援員を派遣し、教育用ＰＣ、電子黒板及びプロ

ジェクターなどを活用した情報教育授業を実施する。

ﾍ 10 24 7 34 3 5,346 5,346 4,276 0 1,070 0 0 3 5 (4) ｱ

⑤

ＩＣＴ機器活用推進

事業

　生徒の情報活用能力の育成環境を整備するため、中

学校の普通教室やパソコン教室、理科室等の特別教室

に電子黒板機能を持ったインタラクティブプロジェク

ター及び書画カメラ、主要５教科のデジタル教科書を

整備する。

ﾍ 1 28 4 29 3 66,032 66,032 52,824 0 13,208 0 0 3 5 (4) ｱ

新規

第５回目交付

決定変更（事

業費減額）

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入すること。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内とする。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入すること。
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様式１

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢＡ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

5 市民防災事業

 沖縄県は、島しょ県であるとともに、台風等の自然

災害を被りやすい地域であるため、平常時から災害に

対する備えを万全にする必要がある。本事業では、宜

野湾市地域防災計画に基づき食糧等の備蓄や自主防災

組織の育成支援を行い、災害に強いまちづくりを推進

する。

ﾚ 7 27 5 34 3 2,687 2,687 2,149 0 538 0 0 3 2 (4) ｲ

第５回目交付

決定変更（事

業費減額）

6

宜野湾市基地返還跡

地転用推進基金事業

　本市の面積の約3割を占める広大な米軍基地は、住

みよいまちづくりをする上で最大の阻害要因となって

きた。土地を住民から強制接収した経緯から土地の約

9割以上が民有地となっており、公共用地が極端に少

ない状況であり、駐留軍用地の返還後の跡地利用推進

を図るため、宜野湾市特定駐留軍用地内土地取得事業

基金を設置し、早急に公共用地を確保する。

ｿ 10 24 12 34 3 1,133,746 1,133,746 906,996 0 226,750 0 0 3 3 (13) ｱ

第5回目交付

決定変更（事

業費増額）

7

大規模駐留軍用地跡

地等利用推進事業

 平成８年の「沖縄に関する特別行動員会（ＳＡＣ

Ｏ）によって返還合意された普天間飛行場の跡地利用

を円滑に進めるため、関係地権者や市民とともに今後

のまちづくりについて検討を行う。また、基地内外の

自然的特性や文化財について調査し市民等に情報提供

する。

ｿ 10 24 6 34 3 42,626 42,626 34,100 0 8,526 0 0 3 3 (13)

①

普天間飛行場跡地利

用計画策定事業（地

権者意向調査）

　普天間飛行場の跡地利用推進のため、関係地権者や

市民の合意形成に向け、情報提供や意向把握等の調査

を行う。また、市民によって構成される「ＮＢミー

ティング」や若手地権者等によって構成される「若手

の会」の活動を支援し、合意形成についての取り組み

を行う。

ｿ 10 24 6 34 3 20,520 20,520 16,416 0 4,104 0 0 3 3 (13) ｱ

②

普天間飛行場跡地利

用計画策定事業（共

同事業）

　宜野湾市と沖縄県が平成１９年５月に策定した「行

動計画」に基づき、跡地利用の骨格に係る分野別計画

の検討と、市民・県民・地権者等に対して情報発信及

び意見の聴取を行い、普天間飛行場跡地利用計画に反

映させる。

ｿ 10 24 3 34 3 22,106 22,106 17,684 0 4,422 0 0 3 3 (13) ｱ

8

被覆資材等導入推進

補助事業

　本市農業振興を図る為、防風対策施設の設置及び被

覆資材等導入にかかる経費に対する支援を行う。

ﾊ 7 27 5 34 3 2,520 1,680 1,344 0 336 0 840 3 3 (7) ｱ

9

多様な働き方就労支

援事業

　求職者に対し、就業意識の向上並びに創意工夫を凝

らした人材育成により多様な働き方が出来るよう就職

に有利なスキルを習得させる。また、実際に職場実習

（ＯＪＴ）を実施し就業に対する不安の払拭やワーク

ライフバランスの推進に伴う家庭と仕事の両立等へと

繋げると共に、定着率の向上・失業率の改善を図る。

ﾎ 3 28 4 31 3 31,892 31,892 25,513 0 6,379 0 0 3 3 (10) ｱ 新規

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入すること。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内とする。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入すること。
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様式１

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢＡ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

10

宜野湾市ひとり親家

庭生活支援事業

　保護が必要なひとり親の中でも自立に向けた具体的

な目標及び意欲のある世帯に対し、より安定した生活

基盤を整え早期の自立につなげるため、就労支援等の

総合的生活支援の一環として一定期間の家賃補助によ

る住宅支援を行う。

ﾇ 3 28 4 31 3 7,340 7,040 5,632 0 1,408 0 300 3 2 (2) ｴ 新規

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入すること。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内とする。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入すること。
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